
☆
オ
リ
ン
ピ
ア
後
援
会
員

募
集
。
募
金
の
お
願
い

社
会
福
祉
法
人
光
朔
会
、

特
別
養
誰
老
人
ホ
ー
ム
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
オ

リ
ン
ピ
ア
」
が
開
所
２
周
年
を

迎
え
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た

活
動
の
た
め
に
、
後
援
会
員

の
募
集
・
募
金
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
施
設
長

の
山
口
元
氏
を
中
心
に
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
む
け
た
、

よ
り
先
進
的
な
老
人
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
め
ざ
す
。

さ
れ
た
愛
称
と
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
こ
れ
か
ら
出
荷
容
器

な
ど
に
使
わ
れ
る
予
定
。

☆
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
神
戸

六
甲
ア
イ
に
オ
ー
プ
ン

９
月
即
日
、
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
に
「
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

神
戸
」
が
オ
ー
プ
ン
。
海
を

テ
ー
マ
に
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て

人
気
を
集
め
そ
う
だ
。
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ
大
阪
か
ら
神
戸
に

着
任
し
た
西
村
大
介
常
務
取

締
役
は
「
大
好
き
な
海
の
見

え
る
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
が

で
き
て
光
栄
。
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
（
か
も
め
号
）
の
サ
ー
ビ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
９６

１

ファッションプラザにホテルプラザ神戸がオープン

ス
な
ど
、
海
の
街
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
が
楽
し
め
る
ホ
テ
ル

と
し
て
皆
様
に
可
愛
が
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
て

い
る
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
ホ
テ
ル

を
引
き
継
い
で
の
開
業
だ
が
、

雰
囲
気
は
一
転
「
山
か
ら
海

へ
」
。
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
た
俳

優
・
緒
方
拳
さ
ん
の
書
（
魚

が
テ
ー
マ
）
も
楽
し
く
、
一

見
の
価
値
あ
り
。

☆
神
一
尺
ブ
ラ
ン
ド
野
菜

「
こ
う
べ
旬
菜
」
デ
ビ
ュ
ー

如
月
よ
り
、
神
戸
市
内
で

有
機
・
減
農
薬
栽
培
さ
れ
た

野
菜
が
「
こ
う
べ
旬
菜
」
と
い

う
名
前
で
、
神
戸
ブ
ラ
ン
ド

野
菜
と
し
て
売
り
出
さ
れ
て

い
る
。
農
林
水
産
省
が
定
め

た
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
区
分

に
お
け
る
、
五
段
階
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
、
安
全
で
新

鮮
な
野
菜
と
し
て
、
市
内
産

野
菜
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。
一
般
公
募

センター内ではいろいろな楽しい催しが行われている

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
’
０
０
２
７
神
戸
市
中
央
区
中
町

通
４
．
２
．
洞
村
上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

ＫＯＢＥ

こうべ旬菜のシンボルマーク

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」

た
だ
今
、
建
設
中

鍵
熱
鯛

丸
山
・
あ
じ
さ
い
・
あ
け
ぼ
の
・

た
ま
も
．
松
寿
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
、
こ

れ
ら
が
大
き
な
ビ
ル
の
中
に
ま
と

ま
る
の
だ
そ
う
で
す
。

丸
山
地
区
は
、
施
設
の
子
供
達

と
地
域
と
の
交
流
が
と
て
も
盛
ん

な
所
で
す
。
夏
ま
つ
り
に
は
学
園

の
園
庭
に
屋
台
が
出
て
、
地
域
の

子
供
会
の
祭
り
の
よ
う
に
皆
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
二
月
三
月
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
園
が
工
夫
を
こ

ら
し
て
バ
ザ
ー
や
催
し
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
治
会

や
婦
人
会
も
参
加
で
す
。

し
か
し
、
建
設
工
事
の
為
二
年

ほ
ど
こ
の
交
流
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
園

が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
バ

ス
で
学
園
生
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩
中
の
園
生
に

出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

び
し
い
で
す
。
施
設
が
完
成
し
て

も
又
こ
の
行
事
が
復
活
し
て
、
交

流
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
今
後
、
こ
の
よ
う
な
福

祉
施
設
が
孤
立
し
た
田
舎
に
こ
も

る
こ
と
な
く
、
多
く
の
住
民
と
交

流
の
で
き
る
場
所
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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淵魔大王の最後の裁きとは？

回
オ
リ
ン
ピ
ア
後
援
会
費
・
募
金

１
９
９
８
年
度
後
援
会

個
人
会
費
１
口
５
０
０
０
円

法
人
会
費
１
口
２
０
０
０
０
円

開
所
２
周
年
記
念
特
別
募
金

個
人
募
金
１
口
１
０
０
０
０
円

法
人
募
金
１
口
５
０
０
０
０
円

（
寄
付
金
控
除
・
法
人
税
法
上
損
金
算
入
が
可
能
）

振
込
先
／
郵
便
振
込

０
０
９
８
０
１
９
１
１
２
３
０
３
３

社
会
福
朴
窪
吟
人
光
畑
容
云

銀
行
振
込
三
和
銀
行
三
宮
支
店

普
通
５
１
２
０
３
４
１

福
）
光
朔
会
後
援
会
会
長
村
尾
一
夫

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
法
人
光
朔
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
オ
リ
ン
ピ
ア

神
戸
｛
巾
中
央
区
生
田
町
１
．
２
・
亜

云
０
７
８
．
２
２
１
．
７
０
９
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
４
１
．
３
７
４
５

☆
人
形
シ
ョ
ー
劇
団
Ｆ
Ｐ

Ｐ
神
戸
公
演

カ
ナ
ダ
、
ト
ロ
ン
ト
を
拠

点
に
活
剛
し
て
い
る
、
知
的

障
害
者
で
櫛
成
さ
れ
る
人
形

シ
ョ
ー
劇
団
Ｆ
Ｐ
Ｐ
（
フ
ェ

イ
マ
ス
・
ピ
ー
プ
ル
・
プ
レ

イ
ャ
ー
ズ
）
が
、
一
昨
年
に

続
き
、
２
度
目
の
神
戸
公
演

を
行
う
。
日
本
で
は
、
ニ
ュ公演中のスタッフの生き生きとした表情もみのがせない

－
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
材

で
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
や
世
界
各

地
の
公
演
で
も
絶
賛
さ
れ
て

い
る
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
溢
れ

る
、
素
晴
ら
し
い
感
動
を
是

非
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

■
Ｆ
Ｐ
Ｐ
神
戸
公
演

日
時
／
柏
月
鱈
日
（
金
）
餌
日
（
土
）

昼
の
部
桝
時
・
夜
の
部
旧
時
釦
分
開
演

詣
日
（
日
）
午
前
の
部
柏
時
釦
分

午
後
の
部
科
時
釦
分
開
演

（
開
場
は
い
ず
れ
の
日
も
開
演
の
釦
分
一
辿

会
場
／
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

料
金
／
前
売
大
人
３
８
０
０
円
小
人

３
０
０
０
円
当
日
大
人
４
０
０
０
円

小
人
３
２
０
０
円
（
全
席
自
由
席
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ
／
Ｆ
Ｐ
Ｐ
神
戸
公

演
実
行
委
酉
異
云

垂
０
７
８
．
７
０
７
．
６
６
６
４

☆
劇
団
自
由
人
会
公
演

坂
本
龍
馬
に
つ
い
て
の
一
夜

舞
台
は
冥
界
の
一
角
。
坂

本
龍
馬
に
つ
い
て
、
彼
と
交

わ
り
の
あ
っ
た
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
龍
馬
像
を
間
魔
大
王

に
語
っ
て
い
く
事
で
、
坂
本

龍
馬
と
い
う
人
物
を
多
角
的

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く

と
い
う
少
し
ひ
ね
り
の
効
い

た
設
定
。
果
た
し
て
、
真
実

の
龍
馬
像
と
い
う
の
は
い
か

に
？
と
い
う
の
が
最
大
の
見

ど
こ
ろ
。

回
劇
団
自
由
人
会
公
演

坂
本
龍
馬
に
つ
い
て
の
一
夜

日
時
／
畑
月
劉
日
（
土
）
旧
時
卯
分
開

場
舛
時
開
演

場
所
／
垂
水
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
レ
バ

ン
テ
ホ
ー
ル

料
金
／
前
売
一
般
１
３
０
０
円
・
高
～

小
６
０
０
円
当
日
一
般
１
５
０
０
円
・

高
～
小
７
０
０
円

問
い
合
わ
せ
／
垂
水
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

趣
０
７
８
．
７
０
８
．
８
９
０
１

講談社
本体1600円
（税別）

☆
長
江
の
水
害
に
医
療
チ

ー
ム
派
遣

兵
庫
県
や
神
戸
市
な
ど
阪

神
大
震
災
の
被
災
自
治
体
と

国
、
企
業
、
学
識
経
験
者
な

ど
で
つ
く
る
「
日
中
上
海
・

長
江
ｌ
神
戸
・
阪
神
交
易
促

進
日
本
委
員
会
」
（
下
河
辺
淳

会
長
）
が
、
６
月
中
旬
の
長

雨
で
膨
大
な
被
害
を
受
け
た

長
江
流
域
の
被
災
地
に
医
療

チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
を

先
月
妬
日
、
発
表
し
た
。
ま

た
食
料
補
給
や
治
水
事
業
な

ど
、
今
後
の
復
興
計
画
に
つ

い
て
も
被
災
地
同
士
と
し
て

支
援
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

☆
小
規
模
作
業
所
「
く
が
の

家
」
で
雑
貨
な
ど
を
販
売

神
戸
市
認
可
の
小
規
模
作

業
所
「
く
が
の
家
」
で
は
、

編集工房ノア

2000円十税

廷.令占

、雨・韓
、虚

卓
営
一
》

評
篭
醗

Ｌ専戸

１
９７

１

図
神
戸
の
本
棚

☆
詩
集
落
と
し
た
ボ
ー
ル

柴
田
実
著

；ｉ

罰参
：き

ょ
う
／
詩
を
つ
か
ま
え
た
／
青
空

に
／
鋪
が
鴫
っ
て
い
る
三
重
全
行
）

作
者
が
十
年
間
書
き
淵
め
た
詩
の

数
々
・光
る
海
、
山
の
色
、
坂
の
道
。
誰

し
も
の
心
の
中
に
あ
る
〃
美
し
き
よ

き
神
戸
〃
の
情
景
が
、
甘
酸
っ
ぱ
い

記
憶
と
と
も
に
鮮
や
か
に
写
し
出
さ

れ
、
み
ず
み
ず
し
く
調
わ
れ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
い
大
人
の
味
も
、
域

れ
て
し
ま
っ
た
美
し
い
街
へ
の
愛
惜

も
、
彼
の
詩
の
中
で
は
決
し
て
絶
望

的
で
な
く
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の

小
さ
な
幸
せ
を
見
逃
さ
な
い
。
こ
の

詩
築
は
作
者
の
「
神
戸
へ
の
オ
マ
ー

ジ
量
で
あ
る
。

☆
崩
れ
た
街
の
足
な
が
お
じ
さ
ん

上
之
郷
利
昭
著

災
害
時
に
企
業
は
何
を
な
す
べ
き

か
。
普
段
ま
ず
問
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
事
だ
け
に
、
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
本
番
は
、
某
企
業
の

震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
ま
た
、
ひ
と
く
く
り
に
さ

れ
た
「
震
災
」
か
ら
は
決
し
て
見
え

て
こ
な
い
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
。
ま
え

が
き
で
著
者
が
引
用
し
て
い
る
、
「
企

業
は
社
会
に
貢
献
し
、
人
々
の
平
和

と
安
寧
に
資
す
る
こ
と
を
第
一
義
と

す
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
活
動
に
必
要

な
利
益
を
得
る
こ
と
を
社
会
か
ら
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
松
下
幸

之
助
氏
の
言
葉
が
胸
に
残
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
。

国
小
規
模
化
業
所
く
が
の
家

神
戸
市
垂
水
区
陸
ノ
町
５
・
洞

冠
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
７
０
７
．
７
７
４
０

営
業
時
間
／
ね
時
～
而
時

木
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
休
み

カントリー調のエントランス

知
的
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人
た

ち
が
つ
く
っ
た
、
さ
を
り
識

の
作
品
や
、
手
作
り
ク
ッ
キ

ー
な
ど
を
展
示
販
売
し
て
い

る
。
１
階
が
喫
茶
兼
ク
ラ
フ

ト
シ
ョ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
て
、

か
わ
い
ら
し
い
雑
貨
を
眺
め

な
が
ら
、
無
農
薬
の
コ
ー
ヒ

ー
や
紅
茶
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど

世
界
は
大
き
な
転
換
期
に
突

入
し
て
い
る
。
八
十
九
年
に
ベ

ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
、
東

西
の
壁
が
消
滅
し
た
。
そ
し
て

既
に
十
年
を
経
過
し
た
。
現
在

の
世
界
市
場
も
一
変
し
つ
つ
あ

る
。
「
市
場
経
済
の
参
加
者
は
、

こ
れ
ま
で
の
『
十
億
人
』
か
ら

冷
静
に
十
年
先
を
読
む

花時計

薦
諭棚
四囲'1Ｍ

:識１
回岡Ｍｌｍ
国副【湘

『
四
十
億
人
』
に
な
っ
た
」
と

伊
藤
洋
一
さ
ん
が
指
摘
す
る
。

し
か
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
進
出

は
目
党
し
く
、
途
上
国
と
先
進

国
の
境
目
は
暖
昧
に
な
っ
て
い

る
。
「
サ
ミ
ッ
ト
」
（
先
進
国
首

脳
会
議
）
や
「
Ｇ
７
」
（
先
進

国
蔵
相
会
議
）
も
色
あ
せ
る
ほ

ど
、
中
国
、
イ
ン
ド
を
含
め
た

途
上
国
が
世
界
経
済
に
持
つ
重

み
は
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
伊
藤
さ
ん
は
取
り
上
げ
て

い
る
。
今
現
在
、
経
済
不
安
で

足
踏
み
は
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
劇
的
な
変
化
は
当
然
や
っ
て

く
る
。
民
族
学
学
者
の
石
森
秀

三
さ
ん
は
、
「
い
ず
れ
十
年
先

に
は
観
光
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
や

優勝した武田さんはどんな

クレームにも笑顔で対応

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
第
三
港
湾
神
戸
調
査
設
計
事
務
所
・

所
長
の
穴
戸
達
行
氏
は
、
７
月
よ
り
高

知
県
の
港
湾
空
港
局
長
に
就
任
。
全
長

２
５
０
０
ｍ
の
滑
走
路
を
も
つ
高
知
空

港
の
工
事
若
手
を
目
指
し
て
、
高
知
県

へ
の
ご
出
向
で
す
。

☆
第
１
回
ア
ジ
ア
の
こ
ど
も
ア
ー
ト
コ

ン
ク
ｉ
ル
の
公
募
が
。
審
査
員
は
、
元

永
定
正
（
画
家
）
、
新
宮
晋
（
彫
刻
家
）
、

安
藤
忠
雄
（
建
築
家
）
。
テ
ー
マ
は
家

族
。
応
募
締
切
／
平
成
ｎ
年
１
月
釦
日
（
必

着
）応
募
先
／
兵
庫
県
立
こ
ど
も
の
館
〒
６

７
１
．
２
２
３
３
兵
卯
県
姫
路
市
太
市

中
９
１
５
．
卿

公
０
７
９
２
，
６
２
．
１
１
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
２
．
６
６
．
４
６
３
２

☆
宝
塚
歌
劇
団
理
事
長
・
植
田
紳
爾
氏

の
妹
・
植
田
花
子
さ
ん
（
森
真
珠
勤
務
）

が
、
９
月
３
日
、
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

同
４
日
、
仮
設
の
神
戸
栄
光
教
会
礼
拝

堂
で
、
ご
葬
儀
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
子
姉
は
敬
農
な
信
者
で
、
大
震
災
で

倒
填
し
た
教
会
の
再
建
に
と
、
参
列
者

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
望
ま
れ
た
そ
う
で
、

美
し
い
心
に
感
助
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

☆
秋
晴
れ
の
酒
を
楽
し
む
会
開
催
。

日
時
／
如
月
弱
日
（
金
）
午
後
６
時
よ

り場
所
／
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ｎ
階
真
珠
の
間

念
０
７
８
．
２
９
１
．
１
１
２
１

会
費
／
１
万
円
念
員
２
０
０
名
）

参
加
蔵
／
灘
泉
、
洲
鯉
、
酒
疫
、
福
群
、

大
黒
正
宗

主
催
／
神
戸
酒
文
化
懇
話
会

お
申
込
／
豊
潔
酒
造
（
株
）
東
灘
区
魚

崎
南
町
４
．
８
．
３

恋
０
７
８
．
４
５
１
．
１
４
１
４

★
小
妓
会
・
丹
波
の
美
酒
と
佐
野
幹
雄

総
料
理
長
メ
ニ
ュ
ー
の
出
会
い
。
加
月

晦
日
（
木
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル

鵡
階
レ
ィ
ン
ポ
ー
の
間
に
て
。
会
費
１

万
円
。
お
問
い
合
わ
せ
は
西
山
酒
造
場

公
０
７
９
５
．
８
６
．
０
３
３
１
ま

で
。☆
丹
野
最
世
子
さ
ん
（
Ｋ
、
Ｆ
、
Ｍ
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
魔

女
）
が
、
北
野
異
人
館
倶
楽
部
か
ら
西

宮
市
新
甲
賜
町
４
．
鱒
へ
。

垂
０
７
９
８
．
７
３
．
５
３
４
５ １

９８

１

☆
プ
ロ
の
接
客
ぶ
り
を
競
う

９
月
ｎ
日
「
さ
ん
ち
か
接
客

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
実
施
さ
れ
、
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
ｎ
名
が
接
客
ぶ
り

を
競
い
合
っ
た
。

５
分
間
に
客
役
の
講
師
か さをり織の布で作っ

た、一点もののバッ

グ等。かわいい！

っ
て
く
る
、
こ
れ
は
文
明
史
的

必
然
と
い
っ
て
い
い
」
と
喝
破

さ
れ
て
い
る
。
特
に
ア
ジ
ア
近

隣
諸
国
の
成
長
か
ら
推
測
し
て

も
、
そ
の
見
方
は
正
し
い
。

「
神
戸
空
港
」
論
議
が
盛
ん
だ

が
、
い
ま
着
工
し
て
も
、
開
港

は
平
成
十
七
年
に
な
る
。
現
在

の
需
要
状
況
だ
け
で
判
断
を
し

て
い
て
は
、
神
戸
に
明
日
は
な

い
。
少
な
く
と
も
七
年
、
十
年

先
、
明
日
を
読
む
確
か
な
眼
が

必
要
だ
。
さ
も
な
い
と
次
世
代

の
神
戸
市
民
に
輝
か
し
い
、
活

力
に
溢
れ
た
、
国
際
都
市
「
神

戸
』
を
贈
る
こ
と
は
出
来
な
い

だ
ろ
う
。

（
Ｙ
・
Ｙ
）

ら
次
々
に
投
げ
か
け
ら
れ
る

ク
レ
ー
ム
や
質
問
に
即
座
に

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
勝
は
紳
士
用
品
「
リ
リ
ア

ン
」
の
武
田
時
子
さ
ん
。
終

始
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
の
対

応
は
さ
す
が
に
プ
ロ
。
他
の

入
賞
者
２
名
と
共
に
、
月
廻

日
の
接
客
日
本
一
コ
ン
テ
ス

ト
の
近
畿
予
選
会
に
出
場
す

る
予
定
。
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|,ま

砺
落
小
、
ろ
ば
歌
４

そ
の
６
〈
人
徳
い
ろ
は
歌
〉
（
人
生
櫓
談
に
譲
ら
れ
た
方
に
初
句
を
幕
て
も
ら
い
封
塗
誰
態
）

れ
霊
鯉
蕊
諜
隷
顛
謡
ら
ば
こ
溺
雛
蹄
謹
建
が
来
て
も

、
憤
り
人
間
な
ら
ば
あ
る
も
の
よ

し
神
に
預
け
て
我
が
道
を
行
く

ろ
老
封
建
塔
譲
篭
そ
そ
漂
率
譜
蕊
譲
な
ん
人
一
び
と
一
も
え
縦
誌
購
諜
婆

っ
包
津
産
雛
鵡
潔
瀧
榊
て
て
議
謹
離
臓
誇
巽
も

ま
蕪
ひ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
生
命
あ
り

Ｉ
我
が
命
運
に
婆
（
ひ
だ
）
の
味
あ
る

ね
根
認
稗
蕊
雄
議
大
樹
な
り
あ
諦
蒲
繊
溌
霊
語
塗
鉾
蕊
誌

こ
肉
親
の
右
難
い
こ
と
我
に
有
り

Ｉ
又
継
な
ぎ
ゆ
く
吾
子
の
命
に

ま
誉
め
こ
と
ば
人
を
育
て
る
明
か
る
さ
ぞ
な
七
鍋
健
諏
舗
蕊
誰
に
精
心
を
さ
最
濡
嘩
鋤
」
露
臥
‐
鍵
蝿

Ｉ
い
つ
と
は
無
し
に
自
分
も
気
瞥

へ
平
醗
蟹
緊
翻
峠
誼
ぅ
は
ら
う
卿
蕊
鎧
巽
迩
の
日
も
き
気
謹
蝶
琴
蕊
池
雲
は

と
時
が
埋
壱
移
り
行
く
蝋
の
激
し
さ
に
む
無
簾
縛
灘
捧
鰻
曝
”
ゅ
勇
編
麓
灘
議
蕊
こ
れ

白
黒
と
流
転
吾
れ
も
の
っ
て
る

ち
地
葬
蕊
縦
頴
騨
灘
国
う
売
粥
諏
謹
誕
嬢
心
が
け
め
名
壷
か
一
窪
一
群
鐸
癌
議

ゐ
面
詫
瀧
罰
謂
示
＃
＃
と
み
ミ
議
恥
鰹
灘
鐸
増
え
た

り
力
量
や
力
だ
け
で
は
計
ら
れ
ず

蔭
で
積
む
徳
大
力
量
人

ぬ
温
（
ぬ
）
く
も
り
を
持
て
る
集
り
我
が
家
・
社
の
鹸
認
郵
嘩
誇
燕
癖
嬢
直
す
ぐ
に
し
生
濡
識
諦
謹
静
恕
》
（
た
か
）
ま
る

商
う
ス
タ
ッ
フ
客
の
集
い
て

る
ル
ミ
ナ
リ
ェ
光
の
園
ぞ
人
の
寄
る
お
釧
羅
沙
逃
崇
露
蕉
一
蝿
殖
ゑ
鐸
譲
誇
蕊
碓
型
茎
隷
濡
塞
ぐ

自
分
の
心
も
光
り
あ
る
こ
と

を
畠
を
｝
の
子
葱
ら
な
ん
で
も
受
け
ろ
心
意
気
く
悔
鰐
催
蕊
腿
踊
日
も
ひ
葱
些
建
詫
課
塗
鵡
ぞ

こ
れ
ぞ
布
三
の
大
丈
夫
な
り

わ
若
き
日
は
夢
と
ロ
マ
ン
で
野
を
駆
け
て
や
遣
耀
浬
諒
雛
鯛
型
巨
あ
り
も
感
謝
雛
誌
碩
擁
討
嬬
匙
云
う

今
は
実
践
何
で
も
来
て
み
る

か
改
革
乞
心
掛
け
た
ら
懸
命
に
、
ま
毎
郡
諏
玲
雑
霊
振
霊
羅
鮮
せ
成
認
鐘
認
痔
熱
繕
穏
の

命
を
懸
け
て
ぞ
果
せ
る
日
ま
で

ょ
良
ぃ
日
々
を
送
る
泰
不
は
今
日
の
日
に
け
経
蕊
韓
獅
・
癖
華
潔
よ
す
ず
儲
恥
鵡
索
濯
諺
を
持
ち

決
心
実
行
十
年
を
待
て

た
高
き
夢
水
は
低
き
に
流
る
豊
ぞ

望
み
重
薩
尊
（
た
か
）
め
て
下
坐
せ
よ
ふ
福
譲
霊
蒲
蕊
邸
蕊
な
こ
と
ん
運
潔
蕊
諏
鮮
嬬
毒
誇
る

､〉

ろ

今
井
啓
介
〈
今
啓
パ
ー
ル
（
塗
社
長
〉

１
９９

１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



午前１１:OO～午後３:ＯＯ
午後５:OO～翌朝Ｂ:ＯＯ
午前１１:ＯＯ～午後１０:OＯ

、

|□11口11口1口|口11口11口11口11口11回口lｑｌｑ

／

：
回 |国ｂ

回
国
回
回
国
回
回
国
回
回
回
回
回
国
回
国
回
国
回
回
回
回
国
回
回
回
国
回
国
引
副
ヲ

一
口
一

匹

-腫遁璽重ビス日ﾘー 、

諾二$E騨曲
一

神戸の各書店で販売

神戸うまいもん天国
月刊神戸っ子が、これまでの食の情報を結集して神戸

の老舗、有名店を選び、皆さまに自信をもってお薦め

できる店をご紹介いたします。絶賛発売中

回
回
回
回
画
面
面
面
回
国
回
画
面
画
面
回
回
画
面
回
回
画
面
回
回
国
回
画
面
回
〕ノ

国

ＫＯＢＥＵＭＡ１ＭＯ１ｑＴＥい ｎF

神戸市中央区雲井通３丁目2-3壷078(261)2612

☆
デ
ー
ト
や
待
ち
合
わ
せ
に
！

参一誠謬、劾陛＝の唐

ｊ;L亭

(年中無休）

、

営業時間

日祝日は

1００

生ビール

ギョーザ
●お問い合せ先⑥

(有)月刊神戸つ子〒650-0011神戸市中央区下山手通

３丁目１－－１８ツインズトアビル４F

TELo078-331-2246FAX､078-331-2795

織筆

ビス日}一-1金曜サー

熱
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☆'９８ＫＯＢＥＣＣＯＣＬＵＢＮＥＷＳ

愛読者のためのコミュニケーションサロン

1０．１

神戸っ子倶楽部1NFORMATlON

日時／１０月２３日

テーマ／漁師と料ｴ
サブソ淡路島、穂

する食事粥

き手、小身
料理内容／淡路料理ｌ

牛のフラ＞

（禍成…旅
菓子、食抵

料金／13000円

『神戸っ子倶楽部」て
早めにお申し込み<

■お申し込み
〒6500011神戸市中
ツインズトァビル4F

TELO78-331-2246

FAX､078-331-2795

央区下山手通３．１
｢舌耕会j係合

１８

ぜっこうかい

総料理長中村シェフ

神戸っ子通信

⑤神戸文化復興基金

鱗墨
謹災で被災した芸術関係者への支媛や､美術、

音楽などの創遺発表活動への助成、また工71F現
場での壁両の作成や、鍵災記録作品の制作発表

活動への支援などを行う『アート・エイド・神

戸」の活動を支える藩金（委員長＝伊勢田史郎
氏)を次の口座で受け付けている。Ｏさくら銀

行栄町支鵬神戸文化復典基金普通預金

3615811問い合わせは本務局･海文堂ギャラ
リー,、Ｌ:Ｏ７Ｂ－詞1-2467へ

、あしなが今自生募金
鯉蝿旦児らの進学を支援する同学生.募金。典

まった募金は全額、災害、病気、痢知､児らへ

の抵学金貸与を行う「あしなが育英会」へ寄付
される。募金は郵便振替で受け付けている。１１

座「あしながボf英会漉災辿児、００１００．１

③異人館修復支援へ基金

大漣災で按罫を受けた神戸・-|上野の異人館催
似など、神戸の航として魅力を伝え続けてぎた

171252

③異人館修復支ｵ妥へ基金

大漣災で悔邸を受けた神戸
似など、神戸の航として魅カリ

街を住民自身の手･“:ろため、

山木地ぼをまもり、そだてる昔

ってもﾕる。弊金は郵幽扇替で

1.11亜「北野・liI本地厩をまも

０１１６０．１．６０７０７１E1い合わ』

さん方ＴＥＬｇＯ７８‐･群2-628ｆ

地元の「北野

会Ｊが支援金を募

卜受け付けている。

,ｂ、そだてる会」

60707問い合わせは同全会長洩木

０７８‐･群2-6288へ

、神戸復興支援義援袋

神戸商工会徹所ＷＥＬＯＶＥＫＯＢＥ元気復

興委貝公などの後摂で、神戸有名店メーカーの

ご協力を仰ぎ、復興支援のため神戸の銘品をパ

ックにした錠擾蝉か令圃各地で販売している。

詰め合わせは3.000円・5,000円・10,000円の

3m瓢。問い合わせは覗務局・月刊神戸つ子

ＴＥＬ：０７８－．３３１－２２１６J、
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識

一
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
画

１
０２

１

北
区
鈴
蘭
台
東
町
二
丁
目
の
、
閑
静
な
住
宅
街
の
急
な

坂
道
を
の
ぼ
り
つ
め
て
い
く
と
、
鈴
蘭
台
高
校
の
通
用
門

に
で
る
。
そ
こ
を
左
折
し
て
直
進
し
て
い
く
と
、
宝
石
や

貴
金
属
の
製
造
メ
ー
カ
ー
『
ウ
ィ
キ
ャ
ン
」
の
工
房
が
あ

っ
た
。
外
観
は
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

に
四
十
名
を
こ
え
る
職
人
さ
ん
た
ち
が
、
貴
金
属
の
輝
き

に
手
を
加
え
、
真
剣
に
仕
事
と
む
き
あ
っ
て
い
た
。
若
い

男
女
の
職
人
さ
ん
た
ち
が
目
だ
っ
た
。
い
ま
か
ら
十
六
年

前
、
中
央
区
の
下
山
手
通
で
創
業
し
て
、
こ
の
地
へ
工
房

を
移
し
て
か
ら
十
年
で
あ
る
。

「
創
業
時
の
彫
金
師
の
世
界
は
、
家
内
工
業
の
形
で
、

福
元
早
夫
〈
作
毒
撮
影
／
米
田
英
男

☆
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
輝
き
に
夢
と
希
望

『
ウ
ィ
キ
ャ
ン
』

彫
金
の
職
人
と
婦
人
仕
立
服
の
職
人
た
ち

■
神
戸
の
工
房
を
め
ぐ
る
〈
そ
の
値
〉

仲の良いウィキャンのスタッフたち

真剣な表情で作業をおこ
なう山下さん

いきいきと｜ウィキャン」
を語る村井健示社長

１

…
雷
・
ノ
』

撰
熱

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
画

個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
『
ウ

ィ
キ
ャ
ン
』
と
し
て
組
織
化
し
、
工
房
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
が
は
じ
ま
り
な
ん
で
す
」

代
表
取
締
役
の
村
井
健
示
さ
ん
は
、
工
房
の
歴
史
を
語

っ
て
か
ら
、
「
こ
こ
で
は
よ
り
高
度
な
品
質
管
理
と
技
術

開
発
に
取
り
く
ん
で
、
職
人
さ
ん
た
ち
が
個
性
と
才
能
を

伸
ば
し
、
本
当
に
価
値
の
あ
る
宝
飾
品
を
つ
く
り
だ
し
て

い
こ
う
と
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
い
ま
す
」

と
工
房
の
姿
勢
を
述
べ
、
さ
ら
に
『
ウ
ィ
キ
ャ
ン
』

螺
耀
醒
震
溺
凝
紙
発
す
る
力
を
つ
け
愚

電
流
こ
と
、
ど
ん
な
時
代
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

｛
》
精
神
を
も
つ
こ
と
、
知
恵
と
勇
気
を
表
現
す
る
力
を

ウ
ジ
つ
け
る
こ
と
、
こ
の
三
拍
子
で
世
界
の
『
ウ
ィ
キ
ャ

嘘
ン
」
を
め
ざ
し
て
日
進
月
歩
の
連
続
な
ん
で
す
」

職
村
井
さ
ん
の
こ
と
ば
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
工
房

華
内
は
若
や
い
で
活
気
が
あ
ふ
れ
、
だ
れ
も
が
彫
金
の

惇
者
技
術
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
っ
た
明
る
い
雰
囲
気
だ

謎
ま
っ
た
。

迫
け
山
受

ｌ
‐
‐
一

iiu
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山
迫
国
光
さ
ん
は
こ
の
道
三
十
年
の
、
彫
金
術
の
超
べ
指
輪
や
首
飾
り
な
ど
の
装
飾
品
は
、
〈
デ
ザ
イ
ン
〉
か
ら

テ
ラ
ン
の
職
人
さ
ん
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
専
務
取
締
役
で
、
は
じ
ま
る
。
取
引
先
の
要
望
に
応
じ
た
新
製
品
の
デ
ザ
ィ

彼
の
技
術
が
『
ウ
ィ
キ
ャ
ン
』
を
支
え
て
き
た
、
と
い
つ
ン
や
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
あ
ら
た
に
考
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
画

て
も
過
言
で
は
な
い
。

が
見
ご
と
に
描
か
れ
て
い
た
。
つ
ぎ
が
〈
原
形
〉
で
あ
る
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
機
械
い
じ
り
が
好
き
で
、
解
体
し
こ
こ
で
は
旋
盤
や
ボ
ー
ル
盤
な
ど
の
機
械
加
工
に
く
わ
え

た
り
組
立
て
た
り
す
る
手
仕
事
が
得
意
で
し
た
ね
。
で
す
て
、
特
殊
な
技
術
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
技
術
の
開
発
が

か
ら
学
校
を
で
る
と
名
古
屋
の
自
動
車
工
場
に
勤
め
た
ん
行
わ
れ
て
い
た
。
手
づ
く
り
が
多
く
、
デ
ザ
イ
ン
画
に
沿

で
す
．
だ
け
ど
そ
こ
は
、
流
れ
作
業
で
、
自
分
の
技
術
を
っ
て
忠
実
に
原
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

生
か
す
こ
と
も
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
」
つ
ぎ
が
原
形
を
ゴ
ム
型
に
つ
く
り
変
え
る
〈
鋳
造
〉
の

だ
か
ら
山
迫
さ
ん
は
、
真
珠
の
加
工
技
術
者
だ
っ
た
兄
工
程
で
あ
る
．
鋳
型
が
で
き
る
と
、
遠
心
鋳
造
法
や
加
圧

を
頼
っ
て
こ
の
神
戸
へ
や
っ
て
き
た
．
山
迫
さ
ん
と
一
緒
鋳
造
法
に
よ
っ
て
地
金
を
流
し
こ
ん
で
い
く
。
鋳
造
物
を

に
工
房
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
山
下
峰
行
さ
ん
も
、
こ
の
水
で
冷
却
し
な
が
ら
水
圧
を
か
け
て
、
埋
没
材
を
落
し
て

道
二
十
七
年
の
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人
さ
ん
で
あ
る
．
し
ま
う
と
製
品
が
で
き
あ
が
る
。
そ
こ
で
〈
仕
上
〉
の
工

「
あ
の
こ
ろ
自
分
に
適
し
た
仕
事
を
さ
が
し
て
い
た
ん
で
程
に
は
い
り
、
高
速
回
転
す
る
フ
ェ
ル
ト
や
布
の
円
盤
に

す
。
そ
の
と
き
出
会
っ
た
の
が
『
ウ
ィ
キ
ャ
ン
』
だ
っ
た
磨
き
粉
を
つ
け
、
鋳
造
さ
れ
た
製
品
を
丹
念
に
研
磨
し
て

わ
け
で
す
」

い
く
。
す
る
と
貴
金
属
や
宝
石
の
美
し
い
輝
き
と
、
職
人

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
職
さ
ん
た
ち
の
喜
び
が
生
ま
れ
て
く
る
。
最
後
が
リ
ン
グ
な

人
さ
ん
と
若
い
技
術
者
の
、
仕
事
の
調
和
が
う
ま
く
と
れ
ど
の
〈
石
留
め
〉
の
工
程
で
完
成
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
完

て
い
て
、
そ
れ
が
製
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
て
成
さ
れ
た
製
品
は
、
指
示
さ
れ
た
通
り
に
で
き
あ
が
っ
て

と
れ
た
。
そ
こ
で
山
迫
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
、
製
造
工
程
い
る
か
き
び
し
く
検
品
さ
れ
る
。

を
見
て
あ
る
い
た
。

「
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
仕
事
に
反
映
さ
れ
て
、
そ
れ
が

〆
．
‐
詞
舎
利
淵
８
１
罰
勤
学
一
宝
…
患
慕
俗
罫
兼
、
一
又
芯
と
な
っ
て
と
ど
Ａ
て
き
ま

「
。

可

「
。
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う
い
う
西
候
さ
ん
は
、
服
の
サ
イ
ズ
を
測
定
す
る
エ
ル
ダ

ー
方
式
の
器
具
を
発
明
し
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
も
あ
る
。

こ
の
道
を
あ
る
く
た
め
に
徹
底
的
に
勉
強
を
し
て
い
る
。

奥
さ
ん
の
や
ひ
ろ
夫
人
も
同
じ
婦
人
服
を
仕
立
て
る
職
人

さ
ん
で
、
こ
の
道
一
筋
に
三
十
年
以
上
も
夫
婦
で
二
人
三

脚
を
つ
づ
け
て
き
た
。

「
お
客
様
が
気
に
入
ら
れ
た
生
地
を
よ
そ
で
買
っ
て
こ
ら

れ
て
、
こ
こ
で
仕
立
て
て
あ
げ
て
そ
の
お
客
に
満
足
を
売

る
、
神
戸
で
は
こ
こ
だ
け
の
純
粋
な
洋
服
屋
で
す
」

よ
く
似
あ
う
笑
顔
で
や
ひ
ろ
夫
人
は
そ
う
い
っ
て
か

ら
、「
ク
レ
ー
ム
を
出
さ
な
い
た
め
に
職
人
の
姿
が
見
え
る
こ

の
応
接
間
で
、
お
客
様
と
徹
底
的
に
対
話
し
て
、
あ
と
は

職
人
同
士
の
対
話
で
一
着
の
服
を
完
壁
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。
お
客
様
の
満
足
は
自
分
た
ち
の
喜
び
で
す
か
ら
、

お
客
様
本
意
の
仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
」

と
ま
た
笑
顔
を
む
け
て
き
た
。
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
こ

の
十
年
あ
ま
り
、
仕
立
料
金
を
す
こ
し
も
直
上
ず
し
て
Ａ 西際さん(写真右)と和やかに談笑する筆者

「
こ
こ
は
店
と
工
一
房
が
同
居
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
客

様
と
職
人
が
直
接
触
れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
」

と
い
っ
て
広
い
応
接
間
へ
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
『
服

飾
ミ
ロ
ー
』
の
ご
主
人
で
、
婦
人
仕
立
服
の
職
人
と
し
て

こ
の
道
四
十
年
以
上
を
あ
る
き
つ
づ
け
て
き
た
西
修
幹
男

さ
ん
で
あ
る
．
場
所
は
Ｊ
Ｒ
三
宮
か
ら
北
野
へ
む
か
っ
て

歩
い
て
約
十
分
、
山
本
通
一
Ｉ
目
一
’
五
で
あ
る
。

「
洋
服
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
お
客
様
の
ハ
ー
ト
を
い

か
に
感
得
す
る
か
で
、
長
い
経
験
を
必
要
と
し
ま
す
。
メ

ジ
ャ
ー
で
サ
イ
ズ
を
測
り
な
が
ら
、
同
時
に
心
の
サ
イ
ズ

も
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
仕
立
服
は
手
直

い
か
に
ひ
き
出
し
て
生
か
す
か
、
そ
れ
が
苦
労
で
す
が
、

反
面
で
は
そ
れ
が
仕
事
の
喜
び
で
、
自
分
の
経
験
や
技
術

を
後
輩
に
の
こ
し
、
他
社
が
や
っ
て
い
な
い
技
術
を
開
発

す
る
た
め
に
、
工
作
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
他
業
種
へ
勉
強

へ
い
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
、
そ
れ
が
生
き
が
い
だ
と
山
迫
さ
ん
は
つ
け
加
え
た
。

☆
客
と
の
対
話
が
個
性
的
な
仕
立
服
に

『
服
飾
ミ
ロ
ー
』

やひろ夫人(写真中央）を中心に、団結している工房のス
タッフ

す
。
仕
立
服
は
手
直

し
を
作
ら
な
い
こ

と
、
そ
れ
が
技
術
の

み
せ
ど
こ
ろ
な
ん
で

す
よ
」自
信
を
も
っ
て
そ

皇

仕立てられた洋服は、フォ

ーマルであると同時に着や
すいデザインが多い

笑
藤
を
む
け
て
き
た
ｃ
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
こ

ま
り
、
仕
立
料
金
を
す
こ
し
も
値
上
げ
し
て
い

な
い
と
い
う
。
だ
か
ら
フ
ァ
ン
が
多
く
、
長
つ

づ
き
し
て
い
る
。
神
戸
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
京

都
、
奈
良
、
大
阪
、
阪
神
間
の
尼
崎
、
西
宮
、

芦
屋
か
ら
明
石
と
つ
づ
い
て
い
る
。

ご
主
人
の
西
峰
さ
ん
は
淡
路
島
の
北
淡
町
の

工房では、それぞれ自信と責任を持ち仕事
をおこなう

104
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ま
す
。
そ
れ
が
仕
事
を
楽
し
く
つ
づ
け
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
っ
て
い
ま
す
」

西
篠
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
そ
う
い
っ
て
か
ら
、
奥
の
工

房
に
目
を
む
け
た
。
そ
こ
で
は
ミ
シ
ン
の
は
ず
む
音
が
、

軽
音
楽
の
よ
う
に
ひ
び
い
て
い
た
。
職
人
さ
ん
た
ち
の
仕

事
の
対
話
が
、
明
る
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
た
。

「
こ
の
仕
事
を
つ
づ
け
て
き
て
い
ち
ば
ん
辛
か
っ
た
の
は
、

十
年
前
の
バ
ブ
ル
経
済
の
時
期
に
、
平
穏
無
事
に
仕
事
を

し
て
い
た
こ
の
店
舗
が
、
地
上
げ
屋
に
買
収
さ
れ
、
交
渉

が
難
航
し
て
日
々
の
仕
事
が
手
に
つ
か
な
く
な
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
の
四
年
間
は
眠
れ
な
い
夜
が
あ
っ
て
、
も
う
営

業
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
、
と
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
、
周
囲
の
方
々
が
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
無
事
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」

目
を
す
こ
し
う
る
ま
せ
て
西
降
さ
ん
は
こ
ち
ら
に
頭
を

さ
げ
て
き
た
。
い
ま
の
言
葉
で
『
服
飾
ミ
ロ
ー
』
は
、
多

く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
と
れ
た
。

こ
こ
で
は
夫
婦
が
同
じ
職
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
そ

れ
も
同
じ
服
飾
技
術
を
競
い
合
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
た
り

出
身
で
、
父
親
が
紳
士
服
店
を
経
営
し
て
い
て
、
あ
と
を

継
ぐ
か
た
ち
で
紳
士
服
の
職
人
に
な
っ
た
。
そ
の
後
神
戸

へ
で
て
き
て
修
業
を
つ
み
、
さ
ら
に
は
東
京
洋
服
学
校
へ

出
て
行
っ
て
勉
強
を
か
さ
ね
、
神
戸
へ
帰
っ
て
ミ
シ
ン
一

台
で
『
テ
ー
ラ
ー
西
峰
』
と
し
て
独
立
し
た
の
が
二
十
四

歳
の
と
き
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
ま
た
苦
労
と
努
力
を
つ
み
か
さ
ね
、
三
十
二

歳
の
秋
に
や
ひ
ろ
夫
人
と
結
婚
し
て
、
加
納
町
三
丁
目
の

バ
ス
停
前
で
『
服
飾
ミ
ロ
ー
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
は

じ
め
は
紳
士
服
と
婦
人
服
の
両
方
を
あ
つ
か
っ
て
い
た

が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
婦
人
服
に
よ
り
魅
力
を
感

じ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
出
発
時
は
八
畳
と
三
畳
と
二

畳
と
台
所
の
、
職
場
と
住
居
を
か
ね
た
間
取
り
で
、
夫
婦

で
力
を
ひ
と
つ
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち

も
大
き
く
立
派
に
成
長
さ
せ
て
き
た
。

「
お
客
様
の
希
望
さ
れ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
と
、
こ
こ
の
ス

タ
ッ
フ
の
創
造
力
が
通
い
あ
っ
て
、
理
想
的
な
洋
服
が
仕

上
っ
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
は
『
服
飾

ミ
ロ
ー
』
の
経
営
理
念
を
現
場
の
職
人
さ
ん
た
ち
が
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
感
謝
し
て
い

さ
の
、
ラ
イ
バ
ル
意
識
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ

く症
ル
な
ど
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
や
ひ
ろ

霊
夫
人
が
白
い
歯
を
見
せ
て
明
る
く
こ
た

縄
え
た
。

蒲
「
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
よ
。
で
も
仕

とう
事
は
仕
事
。
そ
れ
に
分
業
制
に
し
て
い

よ・
え
ま
す
か
ら
、
職
場
で
は
同
じ
職
人
同
士

峠
罷
の
仲
間
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
昼
食
を

回
鋤
一
一
人
そ
ろ
っ
て
外
へ
食
べ
に
行
っ
た
り

雲
誌
す
る
ん
で
す
よ
」

他
年
西
催
さ
ん
が
そ
の
言
葉
に
笑
顔
で
う

ま
い
な
ず
い
た
。

１
０
１
５
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昭
和
四
三
年
に
松
廼
家
も
区
切
り
と
し
て
、
創
業
五
十
周

年
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

時
代
の
勢
い
と
し
て
店
も
母
も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
っ
た

よ
う
に
思
う
。

元
気
な
私
は
（
い
つ
も
で
あ
る
が
）
早
速
、
そ
の
こ
ろ
全
盛

で
あ
っ
た
旧
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を
予
約
し
、
準
備

万
端
お
こ
た
り
な
く
進
行
し
て
い
る
な
か
で
、
突
然
風
邪
を

ひ
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
、
催
し
の
三
日
ぐ
ら
い
前
。

当
日
ま
で
に
は
治
る
だ
ろ
う
と
、
一
員
を
く
く
っ
て
い
た
ら

海
星
病
院
の
北
先
生
に
、
ナ
ン
ト
！
「
ジ
フ
テ
リ
ア
」
と
告

げ
ら
れ
た
。

「
先
生
、
本
当
で
す
か
」

「
そ
う
、
こ
の
病
気
は
無
菌
体
質
の
人
が
か
か
り
や
す
く
、

云
っ
て
み
れ
ば
皇
居
の
な
か
に
い
る
人
が
な
る
の
よ
」

「
？
？
」

祖
母
と
母
は
当
日
私
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ロ
ウ

ロ
と
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
の
こ
ろ
病
院
で
、
仮
死
状
態
で
あ
っ
た
私
は
、
昇
天
し

か
け
て
い
た
。
字
の
如
く
魂
が
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。

意
識
が
し
っ
か
り
あ
っ
て
、
カ
ラ
ダ
が
グ
ン
グ
ン
上
へ
昇

連
載
ｌ
女
系
四
代
記
ｌ

槌
擢
．
が
一
普
脱
へ
り
黒
一
げ
う

〔
第
九
回
］
「
あ
あ
、
人
生
は
忙
し
い
」

徐
々
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
小
さ
く
な
り
、
果
て
に
消
音
す
る
。

し
か
し
、
そ
こ
は
い
つ
も
強
運
の
私
で
あ
る
。

途
中
で
カ
ラ
ダ
が
ス
ト
ッ
プ
に
な
る
。
そ
し
て
、
今
度
は

カ
ラ
ダ
が
下
降
し
て
い
く
。
と
同
時
に
周
囲
の
声
が
フ
ェ
ー

ド
イ
ン
。
気
づ
か
う
人
の
声
が
徐
々
に
近
づ
い
て
き
て
、
つ

い
に
着
地
。
「
生
」
の
地
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
こ
ん
な
混
乱
の
な
か
で
無
事
、
松
廼
家
の
五
十
周

年
イ
ベ
ン
ト
は
終
わ
っ
た
が
、
私
は
依
然
と
し
て
病
院
の
隔

離
病
棟
に
い
れ
ら
れ
て
い
た
。

だ
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
も
ナ
ー
ス
も
宇
宙
服
み
た
い
な
の
を

着
て
病
室
に
出
入
り
し
て
い
た
が
、
悪
ガ
キ
友
だ
ち
を
も
つ

身
と
し
て
、
毎
日
ナ
ー
ス
の
目
を
盗
ん
で
彼
ら
は
出
入
り
し
、

あ
げ
く
に
私
の
食
事
ま
で
全
て
平
ら
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
何
の
隔
離
だ
と
大
笑
い
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

京
都
か
ら
も
祇
園
「
富
美
代
」
の
太
田
妃
美
子
さ
ん
が
隔

離
を
も
の
と
も
せ
ず
見
舞
い
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た
。

「
大
丈
夫
？
」
と
い
う
私
に
「
平
気
や
わ
、
な
ん
や
の
、
元

気
や
な
い
の
」
と
叱
姥
し
な
が
ら
京
都
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。

祖
母
、
母
た
ち
は
私
の
心
配
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
無
事
終

っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
人
の
声
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
、

う
ど
の
よ
う
こ
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
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了
し
た
感
慨
の
ほ
う
が
強
く
て
、
よ
か
っ
た
と
涙
声
。

オ
イ
、
オ
イ
。
娘
、
孫
の
心
配
を
し
な
い
の
か
。

昭
和
四
五
年
十
一
月
の
末
に
「
く
ら
ぶ
花
く
ま
」
を
閉
店
．

ホ
ス
テ
ス
の
バ
ン
ス
と
か
引
き
抜
き
と
か
に
嫌
気
が
さ
し

て
が
理
由
、
そ
し
て
弟
（
セ
イ
ジ
ロ
ー
）
が
「
く
ら
ぶ
花
く
ま
」

の
跡
地
に
「
デ
ィ
ス
コ
妬
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
関
西
で
は
「
理
が
デ
ィ
ス
コ
ク
ラ
ブ
の
ハ

シ
リ
で
あ
っ
た
と
後
で
聞
い
て
知
っ
た
が
、
と
も
か
く
連
日

連
夜
、
エ
ラ
イ
人
気
で
朝
方
ま
で
外
車
な
ど
ズ
ラ
リ
、
花
隈

中
央
通
り
に
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

作
家
の
陳
先
生
や
時
の
著
名
人
、
京
都
、
大
阪
の
遊
び
人

が
ズ
ラ
リ
、
ズ
ラ
リ
。

筆
頭
客
は
宝
塚
に
あ
る
お
寺
の
住
職
サ
ン
で
あ
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

お
賓
銭
が
デ
ィ
ス
コ
へ
い
く
と
は
。

あ
ま
り
の
繁
昌
ぶ
り
に
、
弟
や
ス
タ
ッ
フ
が
疲
れ
果
て
、

あ
る
日
事
件
が
起
き
る
。
そ
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
母
と
私
が
驚

,引,引

、庫、庫

句

Ｗ面

､悶尽

、

凸
シ
ザ

凸
シ
ザ Ｗ

識
忌
廟
韓
撫
識
織

『口

瀞
ＪｔＫＪ

ロロ､ｌ

』
驚
鍛症

王

い
て
「
そ
ん
な
黒
い
顔
で
キ
モ
ノ
着
ら
れ
な
い
で
し
よ
」
と

母
に
キ
ッ
ク
叱
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
ま
た
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
連
日
連
夜
、

客
が
客
を
呼
ぶ
状
態
が
続
い
て
い
っ
た
。

バ
ー
・
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
の
榊
さ
ん
は
「
あ
の
こ
ろ
、
店

が
終
わ
っ
て
か
ら
お
客
さ
ん
と
扇
」
で
待
ち
合
わ
せ
し
て
、

カ
ッ
コ
イ
イ
服
に
着
が
え
て
朝
ま
で
踊
り
続
け
る
の
が
一
番

の
楽
し
み
で
、
云
っ
て
み
れ
ば
青
春
時
代
そ
の
も
の
だ
っ
た
」

と
当
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
な
つ
か
し
が
る
。

大
勢
の
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
た
ち
に
と
っ
て
も
「
妬
」
は
カ

ッ
コ
つ
け
ら
れ
る
居
心
地
の
い
い
場
所
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。

１
０
１
７１

45.ＨＡＮＡＫＵＭＡＫＯＢＥ
昭和45年１１月20日にオープンしたディスコ45･関西のナイ
トスポットとして一世風廃した

憎
し
、
怒
り
狂
っ
た
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
コ
が
閉
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
ド
ア
に
「
○
○
日

迄
夏
休
み
」
と
書
い
て
あ
る
だ
け
。

な
ん
じ
や
、
こ
れ
！
母
と
姉
に
何
の
断
り
も
な
く
、
弟

の
ジ
ー
プ
と
ス
タ
ッ
フ
が
消
え
て
い
た
。

彼
ら
は
な
ん
と
炎
天
下
、
ジ
ー
プ
を
駆
っ
て
温
泉
廻
り
の

豪
華
旅
行
と
思
い
き
や
、
あ
び
る
ほ
ど
お
金
を
稼
い
で
お
い

て
、
屋
根
の
な
い
ボ
ロ
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
、
海
辺
に
出
か
け
、

宿
に
も
泊
ま
ら
ず
車
に
寝
泊
ま
り
し
、
自
炊
し
て
釣
っ
た
魚

を
お
か
ず
に
し
て
自
然
の
な
か
で
シ
ン
プ
ル
に
生
き
て
い
た

わ
け
で
、
雨
が
降
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
の
ゴ
ミ
袋
を
頭
か
ら
か
ぶ

っ
て
動
い
て
い
た
そ
う
な
。

そ
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
と
は
、
こ
ち
ら
は
全
く
知
ら
ず
、

毎
夜
毎
夜
、
電
話
と
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
客
が
ド
ア
を
た

た
き
つ
け
る
音
の
な
か
で
、
母
と
私
は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
状
態
で

怒
り
も
頂
点
に
達
し
て
い
た
。

一
週
間
た
っ
て
、
や
っ
と
全
員
が
ま
っ
黒
な
顔
で
帰
っ
て

き
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
な
か
に
仲
居
の
ヤ
ス
コ
も
紛
れ
込
ん
で
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q

－←

し
か
し
、
連
夜
の
盛
況
が
ご
近
所
の
ク
レ
ー
ム
と
正
比
例

し
て
い
っ
た
た
め
、
母
は
生
田
警
察
署
に
何
十
回
と
呼
び
出

さ
れ
て
い
た
。

は
じ
め
は
、
松
辿
家
さ
ん
の
店
だ
か
ら
と
大
目
に
見
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
余
り
の
騒
音
と
そ
の
苦
情
の
回
数
に
警
察

も
音
を
あ
げ
て
い
た
。

「
も
う
や
め
て
」
と
い
う
母
の
一
言
で
、
弟
も
カ
ン
タ
ン
に

「
そ
う
し
よ
う
か
」
と
な
っ
た
。

１
０
１
８１

を
作
る
と
い
う
。

出
資
比
率
は
四
対
六
で
六
が
当
方
で
あ
る
。

オ
ー
ナ
ー
の
ミ
ス
タ
ー
・
リ
ー
は
砂
糖
会
社
が
主
力
で

あ
る
。
し
か
し
、
私
は
考
え
た
。

と
も
か
く
、
異
国
で
あ
る
。
定
住
す
る
よ
う
な
気
構
え
が

な
く
て
は
と
て
も
成
功
し
な
い
。
ハ
ン
パ
な
気
持
ち
で
は
失

敗
す
る
．
正
直
そ
う
思
っ
た
。

知
ら
な
い
国
で
商
い
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
は
フ
ッ
ー
の

苦
労
の
倍
以
上
あ
る
。

気
分
で
進
行
さ
せ
て
い
た
自
分
に
、
一
度
さ
し
水
を
す
る

と
驚
く
ほ
ど
、
事
の
決
着
が
カ
ン
タ
ン
に
つ
い
た
。

ホ
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
、
ミ
ス
タ
ー
・
リ
ー
に
謝
意
を
表
し

な
が
ら
辞
退
し
た
。

今
度
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
も
話
が
き
た
。

エ
ン
パ
ィ
ヤ
ァ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
一
階
に
あ
る
フ
ァ
ー
ス

ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
テ
ィ
ー
バ
ン
ク
か
ら
で
あ
る
。

一
階
で
日
本
料
理
店
を
し
て
ほ
し
い
と
、
た
っ
て
の

要
請
で
あ
っ
た
。

こ
の
話
は
「
ベ
ニ
ハ
ナ
」
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
斉
藤
氏
に
通

訳
な
ど
を
し
て
も
ら
い
進
行
し
て
い
っ
た
が
、
結
局
、
シ
ャ

ン
グ
リ
ラ
と
同
じ
く
〃
Ｎ
Ｏ
〃
と
い
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。

赤
坂
東
急
ホ
テ
ル
で
一
番
の
稼
ぎ
手
だ
っ
た
当
店
を
あ
て

こ
ん
で
、
札
幌
東
急
ホ
テ
ル
へ
赴
任
が
決
ま
っ
て
い
た
当
時

の
総
支
配
人
が
要
請
元
。

「
ぜ
ひ
、
札
幌
東
急
ホ
テ
ル
へ
入
っ
て
ほ
し
い
。
条
件
は
全

部
の
む
。
ホ
テ
ル
の
地
下
に
地
下
鉄
の
駅
も
で
き
る
の
で
、

フ
リ
ー
の
客
が
見
込
め
る
か
ら
」
と
日
参
さ
れ
る
。

そ
の
熱
心
さ
と
地
下
鉄
の
線
で
重
い
お
尻
を
動
か
す
が
、

最
初
の
辞
退
が
心
の
な
か
で
、
依
然
と
し
て
く
す
ぶ
り
続
け

Iii、

¥霧

ルを訪ねる。ホテル前で、弟、セイジロー

-Ｊ

山
Ⅱ
’
一

種
昭
和
四
七
年
。
シ
ン
ガ
ポ

誌
－
ル
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ホ

囲癖
テ
ル
か
ら
是
非
入
っ
て
ほ
し

匙
い
と
レ
ス
ト
ラ
ン
の
要
請
が

り“
く
る
。

抑
母
も
私
も
、
そ
の
温
暖
な

棒
気
候
と
風
格
あ
る
ゴ
ー
ジ
ャ

岬
ス
な
ホ
テ
ル
を
一
目
見
て
気

呼
に
い
っ
た
。

郡
郵
条
件
も
よ
か
っ
た
。
ゲ
ー
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宮電

１
１０９

１

て
い
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。

最
初
の
イ
ヤ
な
予
感
と
い
う
も
の
は
何
で
も
よ
く
当
た
る

も
の
だ
。
こ
の
心
の
く
す
ぶ
り
が
、
あ
と
あ
と
店
展
開
の
足

を
引
っ
ぱ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
は
り
、
地
下
鉄
は
入
ら
ず

フ
リ
ー
の
客
も
見
込
め
な
い
ま
ま
、
惨
惜
た
る
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
が
好
況
な
た
め
札
幌
店
の
赤
字
補

填
は
、
い
つ
も
解
消
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
吉
兆
本
店
の
修
業
を
終
え
た
弟
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
総
領
事
公
邸
の
料
理
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
母

の
一
言
で
す
ぐ
帰
国
し
、
即
、
恥
札
幌
店
に
向
か
っ
た
。

弟
も
が
ん
ば
っ
た
が
、
札
幌
は
当
時
ま
だ
閉
鎖
性
が
強
く
、

フ
リ
ー
の
顧
客
誘
致
は
む
つ
か
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
プ
レ
ー
ボ
ー
イ
で
名
を
売
っ
て
い
る
我
が
弟
は
、

札
幌
の
「
チ
カ
ル
」
「
ミ
ノ
」
と
い
っ
た
超
高
級
バ
ー
の
ホ
ス

テ
ス
連
中
の
個
人
的
相
談
相
手
と
し
て
大
活
躍
し
て
い
た
。

反
面
、
料
理
の
腕
は
非
常
に
た
け
て
い
て
、
の
ち
に
大
企

ザ

.幸

灘
繍
鍵
一
難

齢
．

あ

議
議

一
鋼

業
の
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
交
流
が
多
か
っ
た
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
石
塚
初
雄
が
ま
た
夜
遊
び
に
た

け
て
い
る
の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
顧
客
層
も
水
商
売
関
係
と

企
業
の
札
幌
支
店
長
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
と
も
か
く
、

札
幌
の
人
々
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。た
だ
、
弟
は
吉
兆
育
ち
の
た
め
、
料
理
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
た
の
で
、
慰
労
会
を
し
ば
し

ば
ひ
ら
い
て
い
た
。
あ
る
と
き
動
物
園
で
開
い
た
と
き
に
珍

妙
な
事
件
が
起
こ
っ
た
。

一
升
瓶
と
お
弁
当
を
た
っ
ぷ
り
持
ち
込
ん
で
花
見
の
見
物

と
し
ゃ
れ
た
。

飲
め
や
歌
え
の
大
騒
ぎ
で
、
そ
の
な
か
の
料
理
場
の
一
人

が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
園
内
を
一
人
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
こ
と

に
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
気
づ
か
な
か
っ
た
。

彼
は
ナ
ン
ト
、
ゴ
リ
ラ
の
艦
を
乗
り
こ
え
て
中
に
入
っ
て

＆

韮
》!ご］

睦月

騒騒鍔写勤F闇

買覇ﾏが好況なため札幌店の赤字補填ができていた

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

お
酒
の
力
の
凄
い
こ
と
。

中
に
は
屈
強
の
ゴ
リ
ラ
が
二
頭
鎮
座
し
て
い
た
が
、
そ
の

ゴ
リ
ラ
が
身
を
ち
ぢ
め
あ
っ
て
、
隅
っ
こ
で
ふ
る
え
て
い
る
。

そ
の
前
で
彼
．
Ｓ
君
は
自
分
の
胸
を
た
た
い
て
「
ワ
ァ
オ

ー
ッ
」
と
叫
び
な
が
ら
、
ゴ
リ
ラ
に
向
か
っ
て
説
教
（
？
）
し

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
艦
の
外
側
の
ゴ
リ
ラ
見
物
の
人
た
ち

は
、
そ
の
さ
ま
に
び
っ
く
り
ギ
ョ
ウ
テ
ン
。

「
ゴ
リ
ラ
が
可
愛
そ
う
！
」
と
一
一
○
番
。

パ
ト
カ
ー
が
園
内
に
入
っ
て
く
る
サ
イ
レ
ン
の
音
を
耳
に

し
な
が
ら
、
な
お
、
も
り
あ
が
っ
て
い
る
店
の
ス
タ
ッ
フ
は

「
ア
ホ
な
人
間
が
い
る
な
ぁ
」
。

ま
さ
か
当
店
が
ら
み
の
事
件
と
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
司
仙
幌
花
く
ま
」
で
あ
っ
た
。
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海
か
ら
見
る
神
戸
の
姿
は
．

、

、〃‘

蝋
●

〃ｐ

麹

１１

。

ｏ
ｆ

ｐ
－．~‐~亀診差鑑！

＝

左から、渡逼恭尚パーサー、長岡武人船長、新谷宗啓クルー

スタッフ

、

■■■

Ｐ

一 ＝三二＝＝＝－＝＝-－壷吾蚤

－－国

廼竃室＝－
芦一=－〃

時一一

=－=－〃
＝

朝

半
年
ぶ
り
に
祖
父
が
港
に
帰
っ
て
き
た
Ｒ
、
今
は

廃
線
に
な
っ
た
臨
港
線
の
踏
切
を
渡
っ
て
、
私
は
小

旗
を
振
り
な
が
ら
迎
え
に
い
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ア
メ
リ
カ
製
の
真

空
管
ラ
ジ
オ
、
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
・
・
・
祖

父
か
ら
手
渡
さ
れ
た
土
産
の
数
々
。
そ
こ
に
異
国
の

匂
い
が
龍
も
り
、
異
国
の
音
が
聞
こ
え
、
異
国
の
味

が
し
、
異
国
の
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

祖
父
は
言
っ
た
。
太
平
洋
を
越
え
て
内
海
に
入
り
、

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
乗
船
記

■

露
私
の
祖
父
は
外
国
航
路
の
船
乗
り
だ
っ
た
。

９毎
一
声
が

陵！

ハ

笥い合わせ：パソナクルーザー（念078-360-5600）
伊東

、

'

姿

、、
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通
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や
が
て
日
本
の
陸
地
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
時
の
感

動
は
素
晴
ら
し
い
。
と
く
に
、
海
か
ら
見
る
神
戸
の

姿
は
。私
は
船
乗
り
に
憧
れ
た
。
し
か
し
、
時
代
は
進
み
、

人
間
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
、
船

は
そ
ん
な
に
多
く
の
人
間
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
、
私
は
陸
地
に
し
が
み
つ
き
毎

日
を
慌
た
だ
し
く
生
き
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
は
船
に
乗
っ
て
海
か
ら
神
戸

を
眺
め
て
み
た
い
と
痛
切
に
思
う
。
そ
れ
も
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
、
賛
沢
な
食
事
と
賛
沢
な
音
楽

と
諮
沢
な
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
。

そ
ん
な
思
い
を
満
た
す
た
め
に
、
今
、
私
は
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
に
乗
っ
て
い
る
。
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＊FＵ
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夜
の
熱
気
と
闇
の
ベ
ー
ル
を
裂
い
て
廻
ノ
ッ
ト
で

船
は
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
周
り
の
海
を
大
海
に
変
え

て
い
く
。

老
若
男
女
が
、
黒
や
白
や
黄
色
の
肌
が
、
一
人
で
、

カ
ッ
プ
ル
で
、
グ
ル
ー
プ
で
、
全
長
狸
、
、
幅
過
ｍ

の
船
の
四
つ
の
デ
ッ
キ
を
行
き
交
い
、
そ
こ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
夢
の
時
間
。

甲
板
で
風
に
吹
か
れ
て
い
る
と
、
長
い
船
旅
へ
の

憧
れ
が
湧
き
上
が
る
。
こ
の
ま
ま
・
・
・
：
．
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
見
知
ら
ぬ
異
国
。

し
か
し
幸
せ
な
時
空
は
あ
ま
り
に
も
早
く
過
ぎ
、

真
珠
の
橋
の
手
前
で
船
が
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
と
、
ゴ
ー

ル
が
ど
ん
ど
ん
迫
っ
て
く
る
。
明
か
り
が
濃
く
な
り
、

や
が
て
浮
き
ド
ッ
グ
、
浮
き
上
が
っ
た
潜
水
艦
、
小

さ
な
遊
園
地
の
き
ら
め
き
、
観
覧
車
の
ネ
オ
ン
、
そ

そ
り
立
つ
垂
直
な
ビ
ル
、
ク
ル
ー
ズ
の
終
馬
・
・
…
・

今
夜
、
空
の
満
月
は
少
し
か
け
、
霧
が
出
た
の
か
、

星
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
進
み

続
け
る
だ
ろ
う
、
不
思
議
な
空
間
を
、
見
知
ら
ぬ
国

に
向
か
っ
て
、
遠
く
、
遠
く
…
・
・
・

１
１１

１

Ｉ

サ

~．

●
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唾、

モザイク前から就航するミュージック・グルメ船「コンチェルト」可
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